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学科 学年 年 番号 氏名
◎バレーボール（ソフトバレーボールを含む）の経験年数について
小学校：授業で行ったことが「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生 ・ ４年生 ・ ５年生 ・ ６年生
：クラブ・部活動で行ったことが１か月以上「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生 ・ ４年生 ・ ５年生 ・ ６年生
中学校：授業で行ったことが「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
：クラブ・部活動で行ったことが１か月以上「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
高 校：授業で行ったことが「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生





１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
◎あなたのバレーボール経験年数は、
授業 年 クラブ・部活 年
◎バレーボールを見るのは好きですか。
「 嫌い ・ あまり好きではない ・ どちらともいえない ・ やや好き ・ 好き 」
◎バレーボールをするのは好きですか。
「 嫌い ・ あまり好きではない ・ どちらともいえない ・ やや好き ・ 好き 」
◎バレーボールをするのは得意ですか。
「 苦手 ・ あまり得意ではない ・ どちらともいえない ・ やや得意 ・ 得意 」
◎スパイクの打ち方を習ったことはありますか（ 授業・クラブ・部活を含む ）。
「 ない ・ 少しだけ習ったことがある ・ しっかりと習ったことがある 」
◎スパイクを練習したことがありますか（ 授業・クラブ・部活を含む ）。
「 ない ・ 何度か練習したことがある ・ しっかりと練習したことがある 」
◎スパイクを試合で打ったことがありますか（ 授業・クラブ・部活を含む ）。
「 ない ・ 何度か打ったことがある ・ いつも打っている 」
◎スパイクを打ってみて






「 全くわからない ・ あまりわからない ・ どちらともいえない ・ 少しわかった
・ よくわかった 」
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―６３―
・スパイクを打ってみて




































































































































































純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―６９―
た。今回の技術指導においては、初動動作のタイミングに重点を置いたため、もう一つの重要な
テーマである「ジャンプをするタイミング」については触れていない。この点につては、今後の
課題としたい。
運動の学習者においても、その指導が適切に実施されれば、比較的短期間の指導であっても各々
の体力状況に応じて、その運動が「できている」と評価される、適正レベルの運動技術を習得す
ることが可能であることが明らかになった。
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１０）スパイクの助走の際の腕振りの動作には、両腕を同時に前方に出して３歩助走を行う方法と、歩行を行うよ
うに左右の腕の振り方をずらした形、すなわち３歩助走の１歩目の左足を前に出した時に、右腕だけを前方に
出してスタートし、小さく腕を回転させ、両腕を一旦後方に引いて踏み切る方法（右利きの場合）とがある。
今回は、両腕が同じ動きになる方法が初心者にとっては理解しやすいと考え、前者の方法でスパイクの指導を
実施した。ただし、両腕を同時に動かす形式のスパイクがある程度完成した段階で、両腕を歩行のようにずら
して動かす形式のスパイクも対象者に紹介し、後者の方が円滑に動作を築き上げることができるという者は、
歩行形式の腕振りのスパイクの完成を目指しても良いこととした。
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